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平
成
21
年
の
年
頭
に
当
た
り
謹
ん
で

御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
当
院
が
地
域
の
医
療
機
関
の

方
々
の
御
協
力
を
得
て
、
医
療
機
能
分

担
に
よ
る
地
域
完
結
型
医
療
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
本
格
的
に
始
め
て
か

ら
、
４
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
お
蔭
で
予
想
以
上
に
早
く

定
着
し
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

御
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
、
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
院
か
ら
、
か

か
り
つ
け
医
へ
の
逆
紹
介
率
は
80
％
以
上

を
維
持
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
再

診
外
来
は
約
半
分
に
な
り
、
初
診
は
約
85

％
の
方
が
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
状

を
持
っ
て
き
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
救
急
外
来
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾

向
が
見
ら
れ
、
救
急
外
来
受
診
者
数
は
３

年
前
の
約
40
％
に
減
少
し
ま
し
た
。
か
か

り
つ
け
医
の
先
生
方
、
受
診
さ
れ
る
皆
様

の
御
協
力
の
賜
物
と
、
重
ね
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
新
入
院
患
者
数
は
、
通
常
の
外
来

経
由
、
並
び
に
救
急
外
来
経
由
共
、
徐
々

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
医
師
は
外
来
に
要

す
る
時
間
が
減
っ
た
分
、
入
院
患
者
の
ケ

ア
ー
に
携
わ
る
時
間
が
増
え
、
よ
り
高
度

の
医
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
手
術
件
数
の
増
加
を
は
じ
め
と

し
て
、
そ
の
効
果
は
い
ろ
い
ろ
な
結
果
に

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地

域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
当
院
の
本
来
の
役
割
で
あ
る

急
性
期
入
院
医
療
の
遂
行
に
向
け
、
精
一

杯
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
も
医
療
機
能
分
担
の
下
に
、
地

域
完
結
型
医
療
を
進
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
御
理
解
、
御
協
力
の
程
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

か
ね
て
か
ら
病
院
の
移
転
新
築
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
い
よ

い
よ
設
計
も
完
成
に
近
づ
き
ま
し
た
。
今

後
順
調
に
運
べ
ば
今
年
中
に
着
工
で
き
る

見
込
み
で
あ
り
、
平
成
23
年
度
中
の
竣
工

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
新
病
院
は
ご
利
用

頂
く
方
々
の
療
養
環
境
に
最
大
限
配
慮
す

る
こ
と
と
共
に
、
そ
れ
を
支
え
る
医
療
従

事
者
の
就
業
環
境
に
も
気
を
配
り
、
こ
れ

ま
で
の
病
院
に
は
見
ら
れ
な
い
全
く
新
し

い
構
造
に
し
ま
す
。
職
員
が
ゆ
と
り
を
持

っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ご
利

用
頂
く
方
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
果

た
す
こ
と
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
の
考
え

か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
医
療
機
能
と
し
て

は
、
救
急
の
充
実
を
含
め
、
す
べ
て
の
急

性
期
医
療
に
対
応
で
き
る
最
新
の
医
療
機

器
を
備
え
、
高
度
な
医
療
を
提
供
で
き
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

が
ん
診
療
に
つ
い
て
は
国
が
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
当
院
は
、
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
緩
和
ケ

ア
病
棟
の
新
設
を
含
め
、
最
も
強
化
す
る

分
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
地
域

で
は
為
し
得
な
か
っ
た
が
ん
診
療
が
可
能

に
な
る
た
め
、
よ
り
広
範
囲
の
方
々
に
利

用
し
て
頂
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
当
院
の
存
在
場
所
が
ど
な
た
に
も
よ

り
明
確
に
理
解
で
き
る
必
要
性
か
ら
、
現

代
に
マ
ッ
チ
し
た
病
院
名
に
変
更
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。
ご
提
案
が
あ
れ
ば

是
非
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
様
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
崩
壊
と
い
う
こ
と
が
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
久
し
く
な
り
、

三
重
県
内
で
も
苦
し
ん
で
い
る
地
域
が
あ

り
ま
す
が
、
当
地
域
で
は
決
し
て
そ
の
様

な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
職
員
一
同
気

を
引
き
締
め
て
邁
進
、
努
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
御
協
力
の
程
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
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・担当医は都合により変更する場合があります。各科におたずね下さい。　・受診される場合は健康保険証をお持ちになってください。
・神経内科は、平成19年1月より休診させていただいております。

内　　科

消化器科

呼吸器科

循環器科

腎臓内科
胸部外科

外　　科

整形外科

眼　　科

小 児 科

耳 鼻 科

産婦人科

皮 膚 科

泌尿器科

神 経 科

歯　　科

脳 外 科

神 内 科

放　　科

健　　診

佐々木良麿
（膠原病）（午後）
小島裕治
竹内圭介（1･3･5週）
浦和尚史（2･4週）
村田和也
村田和也
柴崎哲典
谷口正益
佐藤兵衛
川口真矢
谷川元昭
角田　裕
山中　崇
安冨眞史
山中　崇
安冨眞史
徳井俊也
楠田　司
松本英一
奥田善大
藤永和寿
（火）松本英一（1･3･5週）・宮原成樹（2･4週）乳腺外来　（水）大西久司　乳腺外来
森川丞二
植村　剛

佐野　徹
福喜多光志
小松　敏
（交代制）
井上正和
小野里かおり
東川正宗
1ヶ月健診
山田弘之
福家智仁･富岡利文
能勢義正
菊川　瞳
小河恵理奈

中村保夫
水野みどり
保科　彰
加藤　学
山﨑　正

平野吉雄
成田　素
津田和彦

服部孝雄
小野元嗣
梅田真理

専門外来1

専門外来2

肝　臓

肝臓（午後）

糖尿病（午前）
糖尿病（午後）
血　液
化学療法
1診 消化器1
2診 消化器2
1　診
1　診
2　診
3　診

初診（午前）
腎臓内科
1　診
1　診
2　診
3　診
4　診
午　後
1　診
2　診
3　診

紹介･初診（午前）

初診･再診

初診･再診

1 診（9:00～）
2 診（10:30～）
3 診（9:30～）

午　後
初　診
再　診
1　診
2　診
3　診
4　診
1　診
2　診
初　診
再　診
1　診
2　診
1　診
2　診
1　診
2　診
1　診
1　診
2　診

辻　幸太
（血液感染）
梅田真理
（膠原病）
浦和尚史

村田和也
村田和也
玉木茂久
山村賢太郎
福家博史
大山田純
代診（11:00～）
角田　裕
大村　崇
笠井篤信
笠井篤信

初診のみ
楠田　司
宮原成樹
髙橋幸二

山川　徹
矢田　浩
榊原紀彦

紹介及び
特殊検査のみ

藤原　卓
梨田裕志
井上正和
予約外来（慢性）
福喜多晃平
山田弘之･福家智仁
西村公宏
山脇孝晴
菊川　瞳

水野みどり
西井倫子
初診のみ

山﨑　正

平野吉雄
成田　素
宮　史卓

服部孝雄

竹内圭介

梅田真理
（膠原病）

竹内圭介

村田和也
村田和也
臼井英治
谷口正益
佐藤兵衛
亀井　昭
代診（11:00～）
説田守道
大村　崇
大西孝宏
大村　崇
大西孝宏
湯淺右人
村林紘二
藤井幸治
種村彰洋

細井　哲
松本　衛
植村　剛（午前中）
井戸正史
佐野　徹
福喜多光志
小松　敏
（交代制）
小野里かおり

前川佳代子
予約外来（慢性）
宮村朋孝
福喜多晃平
山脇孝晴
菊川　瞳
小河恵理奈
西村公宏
中村保夫
西井倫子
加藤　学
大西毅尚
山﨑　正

平野吉雄
成田　素
宮　史卓
倉石慶太
休　　診
服部孝雄
小野元嗣
佐々木良磨

（平成21年2月1日現在）

小島裕治
竹内圭介･荒木　潤
（月により異なります）
佐々木良麿
佐々木良麿
辻　幸太
山村賢太郎
亀井　昭
黒田幹人
谷川元昭
説田守道
山中　崇

説田守道

貴志直哉
宮原成樹
楠田　司
松本英一
藤井幸治

山川　徹
松本　衛
森川丞二

紹介及び
特殊検査のみ

井上正和
梨田裕志
藤原　卓
予防注射
富岡利文
山田弘之･宮村朋孝
能勢義正
小河恵理奈

中村保夫
水野みどり
保科　彰

山﨑　正
油利木正樹
平野吉雄
成田　素
津田和彦

服部孝雄
小野元嗣
村田和也

更年期
特殊

坂部茂俊
（感染症）
荒木　潤

佐々木良麿
村田和也
玉木茂久
谷口正益
福家博史
山村光弘
谷川元昭
笠井篤信
佐藤雄一
大西孝宏
佐藤雄一
大西孝宏
庄村赤裸
宮原成樹
髙橋幸二
種村彰洋

矢田　浩
榊原紀彦

井戸正史
佐野　徹
福喜多光志
小松　敏
（交代制）
東川正宗
本間　仁
井上正和
1ヶ月健診･乳児健診
福家智仁
宮村朋孝
西村公宏
能勢義正
山脇孝晴

中村保夫
西井倫子
大西毅尚
保科　彰
山﨑　正

平野吉雄
成田　素
宮　史卓

服部孝雄

梅田真理

月 火 水 木 金科　　　　名



最高値3時間04分

平均58分

最低値5分

最高値7時間03分

平均2時間41分

最低値36分

43.8％

37.8％

17.6％

0.6％ 0.2％

退院後の福祉制度など

退院後の生活

薬についての説明

検査についての説明

医師からの説明

入院生活全般

　静岡県沖を震源とした東海地震が発災、伊勢市は震度６弱を記録し、
市内に大規模な被害が起ったとの想定で、平成20年度大規模災害救護
訓練が平成20年12月21日（日）に病院玄関前駐車場、エントランスホー
ル周辺を主会場として行われました。平成20年2月に行われた訓練の反
省を受けて、今回はトリアージ技術の向上に加えて以下の課題を設定し
ました。１）各部門間の双方向情報伝達訓練、２）ゲートコントロール、３）
救急現場でのDMATおよび消防との連携、４）家族対応・安否確認情報
伝達訓練、５）スタッフを対象とした給食提供です。また、今回の訓練で
は、決まったシナリオに従うのでなく経時的に想定される状況付与を行
いました。
　今回の訓練に向けて、平成20年5月から毎月3日間を１コースとしたト
リアージ研修を６コース計18日行いました。事務部門を含む病院各部署
から約360名がトリアージ研修会に参加し、災害時のトリアージについ
ての理解を病院職員全体が深めました。今回のトリアージ研修会の運営
に当たり、前年に増して救急部の説田部長をはじめACLS委員会、研修
センターの多大な努力がありました。課題の双方向情報伝達について
は、本部員の役割確認を行ったこと、無線機の活用、ロジ担当として事務
部の各エリアへの配属を行い、ある程度成果を得ることができました。特
に、無線機は情報が各部署で同時に共有でき有用であることが分かりま
した。ゲートコントロールに関しては、被災者、家族などの整理・誘導、消
防による被災者の搬送を想定し救急サーキットの設定を行いました。実
際に救急車を走行させ被災者の搬送を行うことで救急車の誘導、降車ポ
イントの設定、傷病者の収容、病院前トリアージ、病院内への搬送と一連

の流れを体験で

きました。また、DMAT隊と消防レスキュー部隊との倒壊家屋からの被災
者救助は本番さながらに行われ、DMAT隊員にとって貴重な体験となり
ました。患者安否情報を提供するためにゲートに近接し家族対応部署を
設け実際に安否確認に訪れた家族に対応する訓練を行いました。大規
模災害時の心のケアに通じる大切な訓練と再認識できました。今回設け
たスタッフを対象とした給食は参加者から水分、甘味を取れて新たな力
がわいたと好評でした。その一方で、課題として、刻 と々変化する状況にど
のような判断をすれば的確に対応することができるかを決定するための
災害対策本部の情報収集、分析、指示機能の強化がさらに必要であるこ
とが分かりました。平成21年度はこの点を踏まえて研修、訓練計画を立
てて行く予定です。
　今年度も、大阪赤十字病院のシナリオ無しの救護訓練を見学し、刺激
をうけました。また、当日は新聞社2社と地域の有線テレビ局からの取材
があり、地域への情報発信ができました。また、大規模災害救護訓練につ
いて日ごろからご助言頂いています長浜赤十字病院、市役所、近隣の消
防などから約40名を越える見学者がありました。今回の訓練は消防を含
め約240名の関係者が一体となり、大規模災害のなかで日頃の研鑽結
果をどのように生せ
るかを検証すると同
時に、進歩するため
の“新たなる課題”を
確認できた有意義な
救護訓練となりまし
た。

平成20年度山田赤十字病院大規模災害救護訓練を実施平成20年度山田赤十字病院大規模災害救護訓練を実施
- 進歩するための“新たなる課題”の確認 - 災害・防災対策委員長　東川正宗

※ DMAT（Disaster Medical Asistance
　　　　　　  Team：災害派遣医療チーム）

肝臓病教室
 3月17日（火）・5月19日（火）
 【時　間】13：30～16：00
 【場　所】山田赤十字病院　講堂
 【参加費】100円
 　 ●申し込み・問い合わせ
　　  内科受付（内線）2250

糖尿病教室
 3月13日（金）・4月10日（金）
 5月8日（金）・6月12日（金）
 【時　間】9：00～13：00
 【場　所】山田赤十字病院　講堂
 【参加費】500円
　  ●申し込み・問い合わせ
　　  内科受付（内線）2250

心臓病教室・腎臓病教室
 現在、日程は未定となっております。
 　 ●問い合わせ
　　  循環器科受付（内線）2289

　平成２１年４月より、当院産婦人科外来において従来
の保健指導中心の助産師外来から妊婦健診を含めた助
産師外来に変わります。
　助産師外来は、妊娠中から分娩・産褥・育児までの継続的なケアを受
けていただくことを目的としています。
　正常な経過をたどっている妊婦さんを対象として、妊娠２８週、３４
週前後の２回の健診を助産師が医師との連携を持ちながら行います。
　毎週火曜日・木曜日の９：００～１２：００までの完全予約制です。１回４
５分ゆっくり話を伺いながら健診を行います。

　楽しいマタニティライフを送っていけるよう、助産
師がサポートいたします！
　なお、ご不明な点がございましたら産婦人科外来ま
でお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　産婦人科外来　内線２２５８

助産師外来　～妊婦健診を行います～

　平成20年10月、外来紹介患者さまを対象に「外来患者
さま待ち時間調査」を実施しました。多くの患者さまにご
協力をいただき、本当にありがとうございました。ここ
に、調査結果をご報告させていただきます。外来診察の
待ち時間につきましては、平均58分という結果でした。病
診連携を通して予約していただくことで、外来待ち時間
短縮に努力していますが、まだまだ、患者さまが直接紹
介状をお持ちいただき受診される場合が多く、外来診察
の待ち時間が長くなってしまい、ご迷惑をおかけしてい
ます。待ち時間短縮に向け、今後も検証、改善していく所
存でございます。
　また、患者さまより「その他お気づきの点」として、以
下のように、多くの貴重なご意見やご要望をいただきまし
た。①待ち時間が長い、②駐車場で空きを探すのに時間
が掛かる、③早口が気になる、④複数の看護師が同時
に話すのも気になる、⑤動作を急がされてるように感じ
る等です。しかし、改善点ばかりでなく、当院職員の業務
態度や接客対応についての感謝のお言葉もいただきまし
た。ありがとうございました。職員一同、以上のようなご
意見やご要望を謙虚に受け止め、患者の皆さまに満足し
ていただけますよう、よりよい医療の提供に、尽力してま
いります。これからもお気づきのことがありましたら、院
内に設置してある「ご意見箱」に、ご意見をお書きいた
だき、御投函下さい。
　今後も外来診察の改善に向け、ご理解とご協力を、何
卒よろしくお願いいたします。

　平成20年9月の1ヶ月間、435名の入院患者様にご協力
していただき満足度調査を実施しました。回収率は
79.4％でした。多くの患者様にご協力を頂きありがとうご
ざいました。調査項目は①接遇、②説明、③施設･環境に
ついて行ないました。
　①接遇については、92％の人が｢非常に満足･満足｣と
いう結果で、昨年同様の結果でした。皆様が不快な思い
をされないように、接遇について今後もいっそうの努力を
してまいります。
　②説明については、昨年と同様の結果でした。退院後
の生活についての説明は他の項目より｢非常に満足、満
足｣が少なく、患者さまの退院後の生活への不安に十分
応えられていないように思われます。患者さまに安心して
検査･治療を受けていただけるよう、分かりやすい説明
に努めてまいります。
　③施設･環境については、昨年より｢不満･非常に不満｣
が若干増えています。建物の老朽化が進んでおり、患者
さまにご不便をお掛けいたしております。改善可能なとこ
ろは改善してまいります。また皆様から頂いたご意見は
新築時の参考にさせていただきます。
　皆様から信頼される病院を目指し、職員一同今後も努
力してまいります。満足度調査は毎年9月に行なっており
ますが、病院内には各部署にご意見箱が設置されており
ます。是非貴重なご意見を今後も頂きますようお願いしま
す。
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